
「社会健康医学」基本構想検討委員会（第３回）議事次第 

 

日時：平成28年 10月 24日（月） 

14:00～15:30 

場所：ホテルアソシア静岡15階 

    ベラビスタ 

 

〇 開会 

 

 

〇 議題 

 １ 静岡県が健康寿命延伸のために取り組む項目について 

 

 ２ 社会健康医学の取組を推進するための拠点のあり方について 

 

 ３ その他 

 

 

〇 閉会 

 

 

資料 

 議事次第 

 「社会健康医学」基本構想検討委員会委員名簿 

 資料１   「社会健康医学」基本構想検討委員会（第３回）について 

 資料２   静岡県が健康寿命延伸のために取り組む項目 

 資料３   社会健康医学の取組を推進するための拠点のあり方 

 資料４   保健医療分野におけるＩＣＴ活用推進懇談会提言（概要）（宮田裕章委員提出資料） 

 資料５   健康寿命の更なる延伸のために疫学はなぜ重要か（宮地良樹委員提出資料） 

 

参考資料１ 「社会健康医学」基本構想検討委員会 これまでの論点整理 

参考資料２ 「静岡県の健康寿命をのばそう！シンポジウム」について 
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「社会健康医学」基本構想検討委員会（第３回）について 

 

１ 前回（第２回）の議論 

○健康長寿を推進するためには予防医学の視点からのいくつかの研究が必

要。現状では、県内の大学等で散発的に研究が行われているが、静岡県

の健康寿命延伸に着目した体系的な取組が必要である。 

○全国の大学・研究所等と連携し、様々な情報をまとめて予防医学の研究

を行いながら、現場で働く人材を育成する、社会健康医学の拠点が必要。 

 

２ 第３回の検討項目 

 (1) 静岡県が健康寿命の延伸のために取り組む項目について 

静岡県の健康寿命を更に延伸するために必要な取組とは具体的にどの

ようなもので、取組に期待される効果は何か、議論する（ビッグデータ

の活用、コホート研究など）。 

 （資料） 

  ・静岡県が健康寿命延伸のために取り組む項目……資料２ 

 

 (2) 社会健康医学の取組を推進するための拠点のあり方について 

   静岡県の健康寿命延伸のための取組を行い、県の施策へ反映するため

の拠点の目的、役割について議論する。 

 （資料） 

  ・社会健康医学の取組を推進するための拠点のあり方……資料３ 

 

資料１



 

 

静岡県が健康寿命延伸のために取り組む項目 
 

第１回、第２回での各委員からの意見を踏まえ、社会健康医学の取組項目

や社会健康医学の取組から得られるもの、県民に還元できるものについて、

以下のとおり整理した。これらについて、さらに御議論いただきたい。 

 

社会健康医学の取組項目（例） 

取組項目 期待される効果 

○医療ビッグデータの活用 

（健康情報分野、医療統計分野など）

（第１回参考意見） 

・医療・介護の様々なデータを繋げて

分析することによる県民の身体・社

会・行動等と疾病・健康との因果関

係の分析 

・健康データの分析結果の還元によ

り、県民自らの健康に関心を持たせ

る。 

・科学的視点の「見える化」を普及し、

地域特性や個人データを踏まえた

健康づくり、健康管理を強化する。

○静岡県の健康長寿の要因分析 

（コホート研究、医療疫学分野など）

（第１回参考意見） 

・緑茶成分を摂取することと、緑茶を

何杯も飲むほどゆったりした生活を

送ることの健康寿命への影響比較 

・疾患の発生頻度や健康課題に地域性

があることの要因分析 

・生活習慣や地域性など、県民の生活

環境まで考慮したきめ細やかな健

康増進施策が実現できる。 

・予防医学や健康課題を解決する治療

など、健康寿命の延伸に取り組む医

師の確保や医療の提供が図られる。

○静岡県特有の疾病要因の分析 

（コホート研究、ゲノム・遺伝医療分野など）

（第１回参考意見） 

・脳梗塞のリスクを下げる効能がある

といわれる茶カテキンを多く摂取す

る静岡県民の死因に脳血管関係疾患

が多いことの要因分析 

・食生活や生活態様と、疾病の因果関

係が解明されることで、予防医学や

地域医療の質の向上が図られる。 

・予防医学を活用した本県独自の疾病

予防対策により、本県の健康寿命の

延伸を図る。 

○生涯を通じた健康管理の分析 

（予防医療分野、ゲノム・遺伝医療分野など）

（第２回参考意見） 

・胎児期（母胎感染や胎盤血流、脳の

発達など）から成人期までの諸要素

が健康寿命に与える影響 

・生育、健康状況などの様々な要因を

体系的に整理し、生涯の年代別ステ

ージに応じた健康寿命延伸施策を

展開できる。 

 

資料２



社会健康医学の取組を推進するための拠点のあり方 

 

資料２の議論を踏まえ、静岡県が取り組むべき拠点の目的や役割について、

御議論いただきたい。 

 

１ 拠点の目的 

(1) 本県の健康長寿の取組の体系化や、社会健康医学の科学的な知見や取組

成果を施策へ反映する。 

(2) 健康寿命延伸に取り組む地域のリーダーや研究者となる人材を育成する。 

(3) 社会健康医学の取組推進により、医療・健康水準の向上と、ヘルスケア

産業の振興を図り、県民満足度を向上する。 

 

２ 拠点の役割 

(1) 社会健康医学の取組 

静岡県の健康寿命を更に延伸するため、県内外の大学や研究所、医療機

関と連携し、社会健康医学の取組を推進する。 

 

 (2) 人材育成 

社会健康医学の取組を推進するため、高度な専門知識を有する人材を育

成する。 

 

 (3) 施策提言など 

静岡県の健康寿命を更に延伸するための具体的な施策の提言 

 

 (4) その他 

資料３
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資料４
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